
  

奈良テレビ放送「ゆうドキッ！」 

小池流ウオッチング『鹿の歴史』 

平成 30年 10月 23日放送 

江戸時代、奈良のシカは観光の目玉であったが、維新の混乱と野を荒らす鹿政策

で 38 頭に激減。明治期、春日神鹿保護会により鹿寄せや角伐り行事化などをし

て鹿を管理し昭和はじめに 800 頭を超えた。その後の戦争により、食糧難・密漁

により 79 頭まで減った。奈良の鹿愛護会により人と鹿の共存がすすみ 1300 頭を

超えるようになった。 

明治時代に始まった「鹿寄せ」 

防空訓練風景 終戦後、鹿の姿はない 

進駐軍と奈良  
春日野園地 大仏殿遠望 

昭和 20年代前半 

写真提供：猪原由香氏 

戦時下の模様 
 奈良で行われた防空訓練 

  昭和 10年代後半 

写真：奈良県立図書情報館「戦争体験文庫」蔵 

奈良今昔写真 WEB 蔵 


